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埼玉県立小鹿野高等学校
〒368-0105　埼玉県秩父郡小鹿野町小鹿野962-1
☎0494-75-0205

活動団体 ボランティア部

主な活動時間 部活動として 活動人数 12人

最終審査会発表生徒 齋藤 磨銀（3年）　小林 賢太（3年） 担当教諭 山村 瑠子、川島久直

２つのエコ活動から広がる絆 ～鹿高生の小さな努力～

で、文化祭や地域のイベント等で販売する。手作りの
あたたかみが好評をいただいている。収益はすべて東
日本大震災の義援金として寄付をしている。この活動
は、東日本大震災後に「離れている場所だが、私たち
に何かできる活動はないか？」とエコ活動と被災地支
援を組み合わせてうまれた。大きな額にはならないが、
コツコツと小さな努力を積み重ねている。

【成果・実績】
・エコキャップ回収
　27年度は地域の24カ所に協力していただき、64
万1891個のキャップを回収した。地域から、28年度
もぜひ継続して活動するよう意見をいただいており、
その声をうけ継続している。目標は毎年度60万個を
超えるキャップを回収するということだ。28年度は
７月までの回収結果で28万8401個となっている。ま
た、活動を継続するなかで本校の取り組みの認知度も
上がり、協力機関も増えている。
　さらに、地域のイベントの際に子供向けに「エコ
キャップ10個でゲームを１回できる」と呼びかけた
り、エコキャップでおもちゃを作製したりして楽しく
エコキャップ回収に協力できるよう工夫している。
・手作りはがき
　27年度は3万8056円の義援金となった。はがきを
加工しメッセージカードやしおり、名刺も販売してい
る。また、購入した方々のアイデアにより様々な方法
で使用されている。本校においては、茶道部が懐紙に、
華道部が壁飾りに使用した。現在、家庭科の授業でイ
ンテリアとして、ティッシュケースやルームフレグラ
ンススタンド、電気スタンドとして採用を検討中であ
る。
警察署には、交通安全運動で採用され、交通安全標語

【目標・今後の計画】
・地域と連携し、生徒の社会性の向上をはかる
・生徒、地域のエコの意欲・関心を高める
・地域のエコ活動の中核を担う
 

【活動内容】
・エコキャップ回収
　本校や地域の各機
関に協力を依頼し、
エコキャップ回収を
行う。回収には、回
収箱を作製・設置し、
生徒が月に１～２度
アポイントをとり回収に行く。その後、キャップの分
別・計量（１kg：430個で計る）を行う。そして報告
書を作成し、計量結果を報告している。また、本校の
ホームページでも報
告している。
・手作りはがき
　紙漉きの要領で、
古紙を再生し、はが
きを作製している。
はがきは２枚10円

審査員 南沢奈央 特別賞
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をしおりに書き配布した。社会福祉協議会には、単身
高齢者世帯への暑中見舞いや、清掃活動の感謝状に採
用された。
　地域の方で絵手紙に使用している方もいる。四季
折々の絵手紙をいただき、校内のトイレや廊下に飾り、

癒やしの空間ができている。長期休業ではその方を講
師として招き、絵手紙公開講座を行った。地域の方々
や生徒も参加し、はがきを通してたくさんの方々とつ
ながることができた。さらに地域の和菓子屋からの依
頼で、商品説明書に採用された。このように手作りは
がきは様々にアレンジされ、活用されている。
　さらに、東日本大震災の義援金としての意味を忘れ
ないために被災地ボランティアにも出向いている。

◎ゴミ分別するだけでもエコにつながります。エコ活動は難しくありません。大切なことはエコ活動を続けていくことだ
と思います。また、小さなエコ活動でもたくさんの人がすれば大きな成果になります。皆さんも身近な小さなエコ活動
をしてみませんか？	 （齋藤	磨銀・男・3年）

◎私はエコ活動を数年間続けています。続けられる理由は、身近で気軽にできるからです。電気をこまめに消したり、ゴ
ミを分別するだけで立派なエコ活動になります。この提言から一人でもエコ活動に興味を持ち、継続する人が増えてく
れればいいなと思います。	 （小林	賢太・男・3年）

●活動にあたり創意工夫したこと
　エコキャップ回収…60万個以上のキャップの回収はどの学校にも負けていないだろう。地域によびかけ、主体的
に取り組み、根付いてきたことが成果となって表れている。そこには生徒の小さな努力がある。
　手作りはがき…いろいろなアイデアで活用され、活動として拡大している。最近では、色や厚み等も要望があり、
それぞれに応えている。

●活動の際に苦労したこと
　エコキャップ回収…分別の仕方が徹底されないことに苦労した。プルタブなどキャップ以外のものも目立つ。協力
機関が増えるのはうれしいが、キャップの数も増えるため、分別に時間がかかる。部活という限られた時間、人数
では回収結果を出すのに苦労がある。
　手作りはがき…自然乾燥させているため、天気に左右される。また、秋になると乾きがわるくなり作業もなかなか
進まない。それを考慮して、夏休み等にたくさん作製し、ストックしている。また、薄く作製するのは難しく、厚
くすると表面の凹凸が目立ってしまい苦労した。

活動の環
わ

を広げよう 出場者からの提言


